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= 従来の観光＋五感
→体全体を使って感じる観光
楽しみ⽅を⾃分で発⾒する（造語）

SSSSight ight ight ight FFFFeeleeleeleeliiiinnnngggg

=景⾊を⾒る→観光（英単語）
→視覚情報に頼る観光

“⾒流しの観光”
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世界遺産や重要文化財が豊富に存在
歴史と直接触れあうことができる日本有数の地域
しかし︕︕

観光での回遊⾏動が少ない
観光での滞在時間が短い （宿泊者が少ない）

奈良県の観光について現状と課題

奈良だからこその楽しめることの情報提供が少ない
豊富な観光資源・歴史的価値を活用する余地は多い

奈良らしい新しい観光方法の提案が必要︕︕
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奈良独⾃の観光の魅⼒へのヒント
2015-2016

視覚・聴覚障がい者対象
奈良での観光の仕方について調査

私たち︓今までの観光 視覚情報 “⾒流しの観光”
⾊々な奈良の魅⼒情報を⾒落としていた

（観光の⾏い⽅）
触る、匂うなど
感覚を研ぎ澄ませる
（奈良）
⾒る以外の感覚も複数用いて観光をするに適した地

→ じっくり学ぶ → 歴史を肌で
感じられる

体感（みる・きく・におう・かんじる・さわる）で
感じることで、本当の奈良の魅⼒に触れられる

奈良は、Sight Feelingに適した地︕︕



① 奈良らしい観光⽅法を提案︕
② “⾒流しの観光”から、感じて味わう観光へ︕
③ 感覚を使う観光は万国共通で楽しめる

→より多くの⼈が奈良をじっくり楽しめる︕

気づいていなかった、奈良の魅⼒を
体感によって⾒つけて楽しむプログラム



奈良の魅⼒を感覚によって表現、楽しみ方を提供する
感覚

→観光資源発掘調査の実施
学生︓若者視点の奈良の魅⼒

+α感覚観光に優れた先駆者協⼒

本政策の具体的内容



楽しみ方

→奈良の空間を感覚を⽤いてアトラクション化する
今までしなかった観光⾏動や、楽しみ⽅の出現

観光⾏動を促す仕掛けづくりを⾏う

感覚観光
あそびの

要素
ゲーム性

本政策の具体的内容

奈良の魅⼒を感覚によって表現、楽しみ方を提供する



期間 ６月～１２月 更新は随時

作製者 協力者 作製者：奈良女子大学事業提案チーム

協力者：行政 整備主体側

感覚観光に優れた先駆者（障がい者方など）

提案予定地域 奈良県奈良市、古都奈良の文化財 東大寺、興福寺、春日

大社、春日大社原始林、元興寺を含む周辺地域

（本事業と学生の関わり方）
① 観光ツール作製の主体
② 感覚情報を収集する、観光資源発掘調査
③ SNSを用いた情報発信
④ 専門的視点からの学習的観光提案

事業実施計画（案）



⾏政との連携+情報の共有
体感する観光資源発掘調査の実施
地域の方との連携
Facebook,SNSを使ったリアルタイムな広報

事業実施方法（案）



事業実施効果


